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2003.4.25初版　　内容－星空への思い､４つの彗星発見｡臨死体験で見た不思議な世界……｡世界的に有名なコメット・ハンター(彗星捜索家)がたどりついた､人間の生き方とこの地球の守り方とは？　星空から自分を見つめてみたら､人生という美しいきら星が､きっと見つかる｡
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・６才のころの思い出､日が沈んでから暗くなるまでの約１時間半の素晴らしい光のショーの体験｡
・22才のとき､私は突然の病魔に襲われ､生死をさまよった｡そこで私は自分の過去と未来､そして地球の過去と未来をも｢体験｣してきた｡
・私が臨死体験の中で見た未来のビジョンは二つの情景がまるで二重写しのように重なって見えるものだった｡
一つは緑豊かな山の上で子供たちと天体観測をしている初老の私の姿｡そしてもう一つは､荒れ果てた土地に呆然と立ちすくむ私の姿だった｡どちらも同時刻の未来を映していることは､そこにいた私の意識が知っていた｡
・なぜ異なる二つのビジョンが重なって見えたのか？これは未来がまだ確定されていないことを示しているのだと思っている｡どちらの未来を手にするかは､これからの自分自身の選択によって決まる｡そう感じた私は､ライフワークである星の観察を続けるかたわら､この美しい地球の環境を守り､そこにすむ生物を存続させていくにはどうしたらよいか､という問題にも積極的に取り組むようになっていった｡
・人類の存在の意義はどこにあるのか？臨死体験の中で宇宙の始まりも見てきた｡言葉でいうのは難しいのだが､それは｢膨大な意識｣といったものだった｡｢膨大な意識｣はすべてを知っているが､それだけではとても退屈な世界だ｡そこで､一つの｢ひずみ｣をつくり出す｡｢ひずみ｣は元に戻ろうとして動きをつくる｡そのひずみが解消に向かうときのエネルギーの流れこそが､私たちの生きているこの三次元の世界だった｡
・この地球も宇宙さえもいつかは終わりのときを迎える｡しかし私たちは与えられたこの環境の中で､どれだけバランスをとってエネルギーを維持できるか､という役割をもって生まれてきているのだ｡私はそのことを知ることによって､生きていくことの意味と楽しさを知ったのだ｡
・臨死体験､彗星探索､環境浄化…｡これらのことはすべて一つのポイントで密接に結びついているのだ｡そのポイントとは､宇宙の視点から自分たちを眺めてみる､ということだ｡
・その地球のある一点に自分がいる…そのようなイメージが浮かぶようになると､自分が今いる場所を大きな視点でとらえることができるようになる｡今､どんな社会の中で生きているのか､社会のどこが間違っているのか､そこで自分のするべきことは何か｡そういうことが､とてもはっきり見えてくるのだ｡
・地球上の生物は､何一つをとっても単独で生存しうるものではない｡すべての命はつながっている｡一つの生命は他の生命によって生かされる存在であると同時に､他の生命を生かすための存在でもあるのだ｡(※ワンネス､共存共栄)
・どの命もすべて､その命でなければできない役割というのが用意されている｡…｡その人でなければ発想できないこと､その人でなければ実行できないこと､すべての人が､その人でなければ活用できない才能を秘めている｡
・自分自身で｢これだ｣と感じるものを見つけるしかないのだ｡…｡その目安となるのは､心にわき上がる喜び｡はためから見たらつらいことでも､その人にとって才能を生かすことなら､心に大きな喜びが必ずわき上がってくる｡…自分の内側にわき上がる｢喜び｣に忠実に生きるとき､誰もが自分の役割に気づき､才能を花開かせるにちがいない｡
彗星発見のヒントになったのは魚釣り

・時間や季節によって位置を変える星は､正確な暦を得るために必要不可欠なものとして､古代の人々の生活と密接に結びついていた｡
・釣りでの成功経験から彗星の８つの軌道パターンを計算式化⇒３年で４つの彗星発見(1つは再発見)
星の下で始まった顔の見えない交流会

・楽しいこと－コーヒーと話と望遠鏡の作り方…

・星の奏でる音楽⇒ＣＤショップで偶然バッハの｢チェンバロ協奏曲第三番｣だったことに気づく｡
手作り望遠鏡をのぞいて知った別世界

・６歳のときに星と運命的な出合い⇒『こどもの科学』虫眼鏡で作る望遠鏡⇒先生と一緒に皆で星の観測会⇒新聞配達のバイト⇒望遠鏡の改良⇒地元の天文同好会⇒星を見る会には子供からおじいさんまで300人も⇒心を通じ合わせ喜びを分かち合う原体験
突然襲った病魔､死の淵で考えたこと

｢宇宙をどこまでも行ったら､どこにたどり着くのか｣
｢今ここにいる自分とは何者なのか｣
22歳で茨城県の自衛隊百里基地でディスパッチャー(飛行管理)中､今まで経験したことのない激痛が腹部を襲った｡
クルーが物音に気づき､救急車⇒原因不明の激痛⇒茨城県阿見町の東京医科大へ移送⇒手術前に胃が破裂寸前に⇒体重72kgが42kgに⇒担当医｢残念ですが､おたくの息子さんはもってあと1週間でしょう｡…｣⇒過去に向かう記憶と後悔･精神の激痛⇒死に対する恐怖⇒｢宇宙はビッグバンによって無から生まれた｣⇒死を受容した
昏睡状態の中で見た不思議な世界

第一次臨死体験

･父が担当医に｢死ぬ前に息子を検査してくれ｣と申し出た。
・次に意識が戻ったとき､真っ暗な場所でぬかるみを這いずり回っていた｡
・遠くにかすかな一点の光⇒洞穴の出口⇒さらに光⇒裸足の足に感触と青臭い香り(五感)が夢ではないと告げていた｡⇒大きな川とボロ船と光源へ⇒対岸で喪服の女性に会う｡⇒亡くなった従兄と再会､別れ､喪服の女性について行くが途中で見失う⇒意識は唐突に病院のベッドの上に戻された⇒ナースコールのボタンを押そうとしたそのときに心臓の鼓動が止まったのが自分でもはっきりとわかった｡
第二次臨死(30分死亡)体験

・父の様子と母の顔と｢死んじゃった！｣⇒その間､意識は少しの断絶もなく､連続してそこにあった｡意識はもちろん､見えるのも聞こえるのも､生前と少しも変りなく続いていた｡⇒生命活動を停止した体とは別に自分の意識があり､生きていると思った｡パニック状態に｡⇒父の肉体に入り込み､父の目を通して見ていた｡⇒このまま父の体にいてはいけないと思い､｢俺は生きている｣といって父の肉体から出た｡⇒看護婦さんたち周りの人と一緒になって自分の体を心配しているのが滑稽に思えた｡⇒母のことが気になった⇒思った瞬間､公衆電話をかける母のそばに立っていた｡震える指でかけなおす母の耳元で電話番号を読み上げるが反応がない｡⇒兄に自分が生きていることを知らせたいと思った⇒今度は兄の中にいた｡知らせを聞いて病院に向かう途中だった｡｢俺は大丈夫だから｣と言い残し､兄の体から出た｡⇒強く思うだけで瞬間移動でき､好奇心｡今の自分は肉体を持たない意識だけの存在｡
過去と未来､宇宙の始まりまでを見てきた

･6歳のときの不思議な体験⇒あの夏の日に行きたい…そう思った瞬間､幼い自分と姉の姿を上から見下ろしていた｡⇒石が転げ落ち､姉がまさにその場所に足を乗せようとしたとき､私は思わず叫んでしまった｡｢危ない！｣幼い自分が私のほうをパッと向き､姉の背中を押した｡…あのときの声の主は自分だった｡⇒病室へ｡少し冷静に⇒とりあえず｢未来｣ということだけ強く思ってみた｡⇒天文の話を中心に地球環境の大切さを切々と訴える中年になった自分⇒もっと未来を強く思った⇒初老の私｡二つの情景が二重露出フィルムのようにダブっていた｡主となって見えたのは砂漠のように荒れ果てた大地で廃墟の石に腰をかけ愕然としている私｡なぜかは不明｡山には木が一本もなく､廃墟の周りには多くの人たちが倒れていることだけがわかる｡もう一つの情景は緑の多い場所で星を見ている私｡二つのビジョンが同時刻の同じ場所だということは､私の容貌と星の輝きが教えてくれていた｡
･そもそも初めにあったのは｢膨大な意識｣⇒｢ひずみ｣が生まれた｡⇒瞬間から解消に向かい動き始めた｡その動きこそが宇宙に満ちているエネルギーの流れにほかならない｡(両手のひらを合わせる⇒パッと離し､手のひらの間に空間をつくる｡⇒かすかだが､空気が流れ込むのを感じる｡これがエネルギーの流れ)⇒ひずみによって生まれたエネルギーの流れは渦をつくり､それによって空間に漂う塵が凝縮し､物質がつくり出される｡初めは元素のような小さな塊｡渦の中で最初にできた元素は水素だった｡⇒ガス状の元素が自重によって引き合ったり反発したりしながら､さらに大きな塊へと成長していく｡⇒極限まで成長した塊は大爆発を起こす(ビッグバン)⇒新たな元素⇒爆発によってできた新たな渦の影響の中で星にまで成長する｡引き合い成長してはまた爆発する｡幾度も幾度も繰り返しながら､物質としての性質や性格をつくり替え､新たな物質を生み出していく｡こうして最終的には鉱物にまで形を変えていった｡三次元世界はこうしてたった一つのひずみから生まれた｡ひずみが解消に向かう過程が､三次元という空間と時間に支配されている世界だった｡
・意識だけの存在になってから感じていたものに､｢私｣という個の意識を取り込む膨大な意識の存在というものがあった｡その存在に気づいたのは､時空を移動できるようになって間もなくのことだった｡⇒最初に感じた違和感は急に頭がよくなってきているような感覚だった｡自分が学んだり体験したりしたこと以外の知識が自分の記憶として存在するようになってきた｡わからないことが何もない､とてつもなく天才になったような気分⇒これまで自分が生まれ育ってきた間に経験した記憶を｢個の意識｣というならば､その膨大な意識は､宇宙のすべてが誕生してから今までに経験した記憶といえるのかもしれない｡その膨大な意識が､個の意識を包み込み同化していく｡すべてが自分であるという何とも不思議な感覚｡｢意識｣として旅している間中､｢木内鶴彦｣という個の意識をたどり､それをしっかりと保つように努力しなければならなかった｡正確には旅をしたのではなく､個という意識をベースにして膨大な意識の記憶をなぞったということになるのかもしれない｡
・例えば昨日のお昼に誰と会っていたという記憶､イメージ⇒記憶の中に実体験として入り込むようなもの｡すべては自分の外側ではなく､中にある｡
･死の世界はスーパーコンピュータのシステム⇒一つの膨大な意識⇒スーパーコンピュータの中に三次元という一つの世界を生み出す｡その世界の中には銀河があり､太陽系があり､太陽という恒星や地球という惑星があり､地球の中でさまざまな生命活動が行われている｡どんなちいさなものもすべてはスーパーコンピュータの意識の一部｡したがって､その一部は全体にアクセスすることができる｡バーチャルキャラクターを個だと認識している｡膨大な意識と一体になってわかったこと｡それは､そのままではとても退屈だということ｡すべてが記憶としてわかり､すべてが自分自身だということは､とてつもなく暇で退屈で…暇を持て余した膨大な意識が､一つの｢ひずみ｣を生み出した｡⇒ひずみの解消は三次元に生きるものにとっては､宇宙の崩壊にほかならない｡⇒暇つぶしのゲームのようなもの
・今のひずみの中に生きている私たちにとっては､この三次元世界こそがかけがえのないたった一度きりの宇宙｡⇒このことを知ったときに感じたのは生きることの素晴らしさと大きな喜びだった｡
・このゲームにおいて､地球という惑星に誕生した生命の役割は､この奇跡のような環境バランスをいかに長く保ち､エネルギーを維持し生き続けることができるかということ｡この星で生まれた生命体は､この星の環境バランスを整えていく以外に生命を維持ずる道はない｡そして､どこよりも長く生き続けたものがこのゲームの勝者となるのだ｡このゲームに参加している生命体は､宇宙空間全体に､膨大な意識とアクセスしている生命体が無数に散らばっているのだ｡私たちが宇宙人や異星人などと呼ぶ未確認の知的生命体も､この宇宙には存在している｡しかし､彼らも私たちも､すべては膨大な意識から発したものなのだ｡
・臨死体験の中で､宇宙の始まりから生命の発生､そして人類の歴史までも見てきた｡心臓が停止してから蘇生するまでの時間はわずか30分｡そのわずかな間に膨大な時を経験した｡
･臨死体験中に実家の様子や友人の様子が事実であったことは､自身で確認した｡
･未来の一つは1994年10月に現実となった｡高野山にて『将来世代フォーラム』で講演｡臨死体験のときに見たのと同じ掛け軸に驚く｡自分が着ていたシャツの色に｢やっぱり違うのか…｣そう思いかけたが､手元の書類を見るために視線を下ろしたときにその疑問は解消された｡部屋を照らしているライトの色によって､灰色に見えたのはライトのせいで､実は緑色だったことに気づいた｡すべての条件がそろった｡意識だけの世界で見てきたことが真実だったと確信できた瞬間だった｡
臨死体験はどこまでが真実だったのか

・長い旅を経て､再び肉体のある病室へと戻った｡私はこのとき､何とかして生き返りたいと強く願っていた｡それは､以前感じていたような死に対する恐怖からではなかった｡意識の世界で体験したさまざまなことが事実なのかどうか確かめてみたいと思ったからだ｡ベッドに横たわる体は医師たちの懸命な努力によって何とか生命活動を復活させていた｡｢生き返ることができるかもしれない｣…そう感じた私は父の体に入り込んだときのように寝ている自分の体の耳元に近づいた｡そして次の瞬間､私は自分の体の中に戻っていた｡
・…｢ああ､うまい｣という言葉が漏れた｡食べるという生物の本能が満たされたとき､私は自分の意識が肉体に戻り､蘇生したのだということを実感した｡⇒肉体に戻ってから目覚めるまでの時間を私は一瞬のようにしか感じていなかったのだが､実際には10時間もの時間が経過していた｡
･病気の原因が明らかになったのは死を賭して行ったレントゲン検査のおかげだった｡ストレスなどから背骨と動脈の間に十二指腸が挟まれ腸閉塞を起すという世界でも百二十例ほどしか報告されていず､この病気になって命を取り留めた人はいない､日本では病名もなく､後に担当医によってつけられた｢上間膜動脈十二指腸閉塞｣という病名が記されることとなった｡一命を取りとめることができたのはレントゲン撮影によって､右側を下にして背中をくの字に曲げた体勢なら背骨と動脈の間にわずかな隙間ができ､完全な閉塞を免れることがわかったからだった｡この検査や手術､その後の経過などはこの病気の最初の治療成功例としてすべて詳細に記録され､医学学会に報告された｡
・臨死体験のことを最初に話したのも､闘病データがさまざまなかたちで記録されるなかでのことだった｡手術のとき麻酔を担当した医師が｢何か見なかった？こういうときはよく不思議なものを見るんだよね｣
・第一次臨死体験で見た大河や個人との出会いは三途の川のたとえがあるように古くからいわれていることだったからある程度受け入れることができた｡
第二次臨死体験は夢というにはあまりにもリアル過ぎ､かといって真実だと思うにはあまりにも常軌を逸していたためなかなか人に話す決心がつかなかった｡
･私の臨死体験はさまざまな人の知るところとなり､話を聞かせてほしいと依頼を受けることが多くなっていった｡そのころから､心臓が止まったあとに体験したことについても､自分である程度信じられるようになったものからすこしずつふれるようになっていった｡しかしそれによって私の人生が大きく変化していくことになるとは､そのときはまだ夢にも考えていなかった｡
・実家で叔母の訪問があり､臨死体験から戻ってきたときに重湯を食べさせてくれていたことを思い出し､挨拶に行くと､アルバムを広げていて､そこに初めて見た｢喪服の女性｣=父の実の姉で､私が生まれて間もなく若くして亡くなっていた｡⇒｢それはきっと姉さんが守ってくれたんだ｣⇒これをきっかけに自分の体験を検証していくようになった｡
・｢月｣の検証－誕生したばかりの地球に月はなかった｡月は巨大彗星だった｡巨大彗星が太陽に近づいた際､太陽の熱によってガス化した水分が地球に吸い取られ､質量が少なくなった軽石のような核の部分だけが残り､地球の周りを回る衛星になった｡巨大彗星がもっていた水が地球に降り注いだことによって地球上の水分は急増した｡『旧約聖書』のノアの方舟他世界各地に大洪水伝承が広く残っている｡臨死体験での記憶を頼りに地球上の陸地と海の割合の変化から増えたと考えられる水分量を計算し､それを現在の月と合わせてみたところ､見事にバランスがとれた｡
・月のクレーターの数から月が地球の衛星となってからの年数を割り出すことを考えた｡⇒臨死体験の中で見た星座の位置から月が誕生した答えが一致すれば自分が見てきたものに確信がもてるのではないかと思った｡⇒臨死体験の中で私の意識はその当時天体観測をしていた人の体に入り込むことによって星空を観察した｡星の固有運動を逆算､大熊座と北極星の位置がどれくらい違うかによってかなり正確な年代を割り出すことができる｡地球の歳差運動からも計算したところ､月誕生の年代は１万５千年前
クレーターは水分が気化し地球に吸い取られたあとにできた｡隕石が地表にぶつかったときの衝撃でできるくぼみ｡
・すでに人類は誕生し､文化的な生活を営んでいた｡天文学に関しては今と同じくらい発展していたからこそ､臨死体験から戻ったときに月の誕生年代を割り出すための正確なデータが得られた｡超古代文明は月が地球にもたらした大洪水によって失われた｡生き残ったのは高い山頂に避難できたごくわずかの人だけだった｡
・自分だけにわかるメッセージを今も残る有名な神社や世界各地の古代遺跡に刻み付けてきた｡意識だけの存在なのに､その時代の生きている人の肉体をちょっと拝借する｡(病室で父の肉体に入ってしまった経験を応用した｡相手がぼーっとしているときを狙う｡相手がはっきりとした意識をもって活動しているときには入り込むことはできない)
	日本国内での検証－1000年前の高知土佐神社に｢つる｣の文字…
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2003､｢つる｣の文字｡
フォーラム宇宙(そら)より


太古の地球がこれからの地球のモデルになる

・死後の世界は退屈､すべてが自分であり､何の疑問もない世界｡つらくも苦しくもときめきも喜びもない世界

･太陽系は星間ガスの渦から始まった｡重たい物質だけが渦の中心に集まり太陽のもととなった｡太陽に近い場所では､比較的重い物質､鉱物や岩石などがぶつかり合いながら大きな結晶に成長していく｡太陽を中心にさまざまな重さの物質の塊が惑星となり､軌道を描くようになっていった｡
･太陽系で生命が誕生したのは地球だけ｡太陽からの距離､惑星を構成する成分､その他さまざまな条件が奇跡的な確率で積み重ねられた結果だった｡
・原初の惑星に水はなかった｡宇宙空間で水分は軽石のようなものにしみ込み､凍結していた｡それがカイパーベルトと呼ばれる彗星の巣となった｡氷の塊は大きくなると､太陽の引力に引き寄せられ､彗星となり太陽系の惑星に降り注いだ｡細かな水の塊が惑星に降り注ぎ海をつくり出す｡水が液体の状態を保っていられるのにちょうどよい距離に位置していたのが地球だった｡
・原初の海で最初の生命が生まれた｡藻のような植物性プランクトン､光合成により酸素⇒｡動物性の微生物⇒循環
・植物が海岸から少しずつ陸上に進出､地球誕生から地表の大部分が植物によって覆われるまでに要した時間は8億年
・生命体は｢地球の環境バランスを整える｡生命体はよりよい循環を地球上にもたらすため存在する｣というたった一つの目的のもとに増えていった｡
・太古の地球は植物中心の生態系｡適度な死が必要｡肉食獣は体内に植物を栄養化する酵素を持っていないため､草食獣の内臓を食べることによって生命を保っている｡⇒進化論では生命体は自らの種をより繁殖させることが可能なように､厳しい自然環境に適応していくかたちで自らの肉体を進化させていったという言い方をするが､私が見てきた世界は､自らの種を繁栄させるためではなく､地球環境のバランスを整え､より長く生命が循環し続けられることを目的に進化していた｡そして､種々雑多な生命のバランスを管理するものとして､進化の最終段階で生まれてきたのが人間だった｡自ら学習し､物事を考え､発想し創造する能力をもつ生命体がどうしても必要となってきたのだ｡それはちょうど縁のないお盆の上に置かれたビー玉を落とさないようにバランスをとりつづけるビー玉に似ている｡たえずそのときの状況や変化に合わせてバランスをとりつづけなければならない｡地球の歴史を見ることによって､膨大な意識のなかからこのことを読み取った｡⇒こうして｢人は何のために存在しているのか｣という問いに対する答えを手に入れた｡
・人類誕生と最初の試練⇒月誕生は15000年前､すでに人類は誕生し､文化的な生活を営んでいた｡
・当時は海対陸の比は１：3⇒現在は3：7(月は存在していなかった)｡質量が少ないため､重力も弱かった｡水圧から解放された動物は重力の弱い陸上で巨大化していった｡体のわりに足が小さいため､うまく歩けなかったのでは…？という疑問も解決｡
・最初の試練が訪れた｡大量の水を含んだ巨大彗星が地球に大接近した｡火星付近まで到達したとき､水分が気化して太陽よりも巨大なガス状の天体に変化した｡ガスは地表に近づくにしたがい冷え､雨となって地上に降り注ぐ｡こうして大地の三分の一が水底に沈むほどの大雨が地球に降り注いだ｡⇒文明をもち､天文に対する知識もあったので高い山の山頂などに避難していたが､それでも大多数の命が失われてしまった｡恐竜絶滅もこの天変地異が原因だった｡大量に増えた水は地球の質量を変化させ重力を増加させた｡月の誕生により､地球は月の引力の干渉を受けることにもなった｡海の潮の干満もこのときから始まった｡月誕生後にわずかに生き残った人類は山を下り､再び文明を築く努力を重ねたが文字通り､ゼロからのスタートだった｡
彗星衝突の回避を世界に向けて訴える

・航空自衛隊のディスパッチャーに仕事復帰⇒担当医｢ストレスを避け無理をしてはいけない｣⇒田舎の友人から天文台建設の話⇒退院後一年ほどで退職するも天文台は建設計画自体が立ち消え⇒生活を支えるための仕事と彗星研究
・彗星とは渦を巻いて回転している洗濯機の中にポンと落とされた発砲スチロールのボールのようなもの
・7～8年は天体物理学と太陽系のメカニズムを頭に入れることに時間の大部分を費やした｡⇒体調を崩し転職・結婚して家庭⇒臨死体験以降､自分の中で消化しきれない｢思い｣開き直り⇒最初の数年間はただ彗星探索⇒彗星軌道を求める計算式を確立して本格的な捜索活動｡1992年に４つ目の彗星発見⇒木内鶴彦氏が1992年に再発見したスウィフト・タットル彗星の次回の回帰予定日2126年の7月下旬｡直径約20キロもあり､わずか15日ほど回帰がズレただけでも､地球に衝突してしまう｡⇒1994年７月シューメーカー・レビー第９彗星の木星衝突をオーストラリアで観測(｢ふるさと往来クラブ自然の学校｣を主催)⇒1994年12月に行われた第１回｢将来世代フォーラム｣世界会議に講師として出席(※ネットで調べたところ､第一回世界将来世代京都フォーラムではないか｡同じ年に第14回将来世代留学生フォーラムも1994年10月８日(土)～10日(月)､会場は天河・弥仙館(奈良)､高野山・清浄心院(和歌山)､テーマは｢夢の象徴としての将来世代～将来世代とともに～｣､講師は柿坂神酒之祐､木内鶴彦､横澤和也､金泰昌､矢崎勝彦｡内容は｢地球のツボともいわれ､宇宙の気が満ち溢れる現代の聖地・天河と再び高野山を訪れ､全てを包み込む超全体としての｢将来世代｣というキーワードから､｢将来世代にとっての私｣を深く見つめ直し､それぞれの人生に託された将来世代という夢のために､それぞれの夢を持ち寄り､将来世代のための新しい歴史の創造に向けて､語りあう｡というものが見つかった)
・将来地球に危機をもたらすであろう彗星や小惑星を破壊するために核兵器を提供してほしいと申し出た｡⇒反対する国なし｡宇宙ステーション建設
・天体観測と衝突する可能性のある天体を探すためにネットワークづくりを提案｡通信システムとしてのインターネット開放を要求｡1995年のWin95発売の陰で熾烈な国際会議⇒地球防衛のための準備｡膨大な意識は宇宙そのもの｡宇宙にはまったくかかわりのないものは存在していない｡
夜空の｢明るさ｣が人類を破滅に追い込む

・夜空が明るくなっていることが地球上に深刻な問題を引き起こしている｡
・｢将来世代フォーラム｣の世界会議の最中､ヨーロッパの植物学者である彼(※？)は､次のように言った｡今年(1994年)にヨーロッパの植物学会で発表された内容｢17年後には､世界中の植物がいっせいに枯れ始め､約３年ですべての植物が枯れてしまうだろうという調査報告だった｡(つまり)2011年には､植物がいっせいに枯れ始めてしまうという｡この植物学者は2014年にはどうせ人類は皆死に絶えてしまうのだから､彗星のことなど気にするだけ無駄だという｡
・夜空に見える星の数が減ったのは､大気汚染のためだけではなく､夜空が明るいために､星の明るさが打ち消されてしまっている｡
・｢光害｣＝一晩中消えることのない街のネオンや照明､大気汚染や気象条件の変化などによってつくり出された｢明るい夜｣がもたらす害のこと｡
・植物は昼間､太陽の光を受けて光合成を行い､夜の闇では休むというサイクルを持った生き物だ｡それが一晩中人工的な灯りにさらされているため､ストレスを感じ弱ってきている｡光害とは､私たち人類の文明が植物に与えている害なのだ｡
・植物がすべて枯れてしまうと､大気中の酸素濃度は､エベレストの山頂と同じぐらいの薄さになるといわれている｡
この危機を回避するためには､1994年から10年以内に､地球上の緑の面積を1984年当時のレベルまで戻さなければならないという｡その植物学者は､｢でも木内さん､今から10年間で､地球上の森林面積を10年前の状態に戻すことなどできると思いますか？これは実際には不可能なことです｡その証拠に､私がいくら訴えても､どこの国に親書を出しても誰も取り合ってくれなかった｡｣と言った｡
・彼に大気中のCO2の適切な割合というのは､何％～何％までなのか？現在､標高０メートル地帯にある都市部のCO2濃度はどのくらいで､それは生存可能範囲のどの辺りに位置しているものなのか､それを知ることができる分布図を作ってほしいと頼んだ
・光害は､経済至上主義社会が生み出したものだ｡というのは､光害の大きな原因となっているのが原子力発電だ｡
現在日本の発電事業は､火力､水力､原子力の三つに支えられているが､決定的に違うのは､原子力発電は生産量をコントロールできないという点だ｡原子力発電は､核融合エネルギーを用いるため､状況に合わせ発電量をコントロールすることができず､一度動かし始めてしまうと､電気が余り使われない真夜中でも､昼間と同量の電気を発電し続けなければならない｡電気は蓄えておくことができないエネルギーで､夜中の余った電力を昼間に使うということはできないのだ｡そこで､電力会社によって深夜の電気使用量拡大策として考えられたのが､都市や観光地の｢ライトアップ・キャンペーン｣(※今ではキャンドルナイトでスローな夜を!!)だった｡植物を死滅に追いやっているにもかかわらず､人々は灯りを消そうとはしないのはお金儲けにつながっているからだ｡私たちはもうそろそろ､お金よりも大切なモノがあるということに気付かなければならない｡そのためには私たちがこれからも地球で生き残っていくために､本当に必要なモノは何なのかということを見直すことが必要だ｡お金儲けを最優先事項にしている限り､人類は崩壊のシナリオを歩みつづけるだけということに気付かねばならない｡地球で生きることを大前提とした産業構造や経済構造を考え､移行していくことが必要なのだ｡命は循環だ｡循環は限られたバランスの中でしか維持できない｡私たち個々の意識は膨大な意識につながっている｡
今､私が取り組んでいる二つの技術
・私たち人類は今､分岐点に立っている｡競争社会､環境破壊をしてきたツケが今､回ってきている｡社会秩序の存在しない無政府状態になる｡産業廃棄物の問題も深刻｡企業と消費者の多くが環境を守ることよりも利潤を優先させている限り､毒性をもったゴミは増え続けるだろう｡
・病気になるメカニズムがわからない｡体の中でどのような現象がおき､細胞がどう変化したら病気なのか？薬が体の中でどういう反応を起して細胞がどう変化したことをもって､病気が治ったと称するのか？病気とは何か？⇒生命体はたえず化学反応をしている｡⇒生まれるのは熱エネルギーと不純物不純物を運び出すのは水｡生命体の基本概念は循環｡病気は循環の滞り
・臨死体験で見た太古の地球の水は今よりも溶解度が高かった｡⇒現在の水から海に溶け込んだ分の大気を引き､再度実験すると溶解度が高く､腐りにくい水ができた｡常温・通常気圧でも高い溶解度を保つ水を作ることに成功した｡太陽エネルギーを水に当てた｡不純物の除去
医師たちが興味をもった｢太古の水｣の効果

・1983年 (=2003著作－20年前) くらいに｢太古の水｣完成＝純粋な蒸留水､安全性⇒予想を上回る｡水で体が健康になるという噂とそんなバカなという非難でこの水の評価がゆがんだものに｡
・20年後の最近､友人の友人のがん患者が服用､余命２週間の悪性腫瘍が飲み始めて２週間で悪性から良性になり日ごとに小さくなった｡原液は実は｢太古の水｣を10000倍に薄めたもの｡病気や健康のために飲むのはさらに､1000倍に薄めたもの｡なぜ薄めたほうがエネルギーが活性するのか不明｡ホメオパシーの理論と似ているのではないか？
・工場排水で汚染された川の水２ℓで太古の水を数滴垂らし､経過を実験観察｡３ヵ月で異臭､太古の水を垂らしたほうは上のほうは澄んだ水になっていた｡⇒松本歯科大に水の残留物検査を依頼｡(蒸留水は60～70ヘルツ｡ミネラルウォーターは120ヘルツ､太古の水は134.28ヘルツ､水道水は135ヘルツ)｡10000万倍に薄めても原液のときよりヘルツ数が､高くなった｡⇒こんな水は地球上には存在しない｡
いいことずくめのゴミ処理システム構想

・今の社会で最も水を汚しているのは人間の排泄物｡含まれるケミカル薬品による汚染が最も深刻な問題に｡⇒太古の水で化学物質を分解

・物質を構成している分子､原子のつながりをすべてバラバラにするシステム｡燃焼ではなく､振動によって発熱させ　物質を構成している分子の結合を分解し､炭化させる｡
・お金を目的にした文明⇒何を目的に社会生活を営んでいるのか？
謙虚な気持ちをもてば熊とも仲よくなれる

・人間も自然の一部｡人間の役割とは？他の生命体にかかわるときには謙虚な心で臨まなければならない｡
・獣道と熊とマーキング､ヤマネ､シマヘビ
バランスをとることがすべての基本

・山で動物たちの食べ物となるものが減ってしまった｡
・杉や檜など建材になるものを優先したために動物たちの食料となる実を付ける木が極端に減少している｡⇒人里に出没⇒昔は動物と共存する知恵があった

・自然と共に生きるのではなく､自然の一部として人間が生きるためにはどうすればよいのか

・生と死のバランス､種のバランス

・人間が増えすぎている⇒生産性､利益追求､楽を追及⇒環境破壊

自然のルールに沿ったボランティア活動とは

・地球近傍小天体(ＮＥＯ)⇒隕石

1908年6.30にシベリアツングースカに落ちた隕石

・1996年～200年間は危険な時期に突入
・日本経済の危機⇒お金がなくても生活できる社会を築く｡
・お金に代わる価値観､お金に振り回されない社会
・贅沢をしない｡貪らない｡営利を目的としない

生きがいと才能を引き出すシステムが必要

・それぞれ違う才能､互いに尊敬しあうこと

・今生きていること自体が最大の喜び

・死に直面したときの最大の苦しみはそれまでの人生に対する後悔の念

・死の淵から戻ってきたときに真っ先に思ったのは今度死ぬときには絶対に後悔はしたくないということ｡
・精神的な充実感を味わうこと⇒自分の能力を100％引き出したときに味わうもの､自分の能力を生かすことは生きる喜びそのもの､自分を生かすこと⇒命の循環を守ること
・出会いと開花の時期を迎えるためには根を張り自分を成長させておく必要がある｡
・｢環境バランスを整え､命の循環を保っていくために何ができるのか｣
・｢先生､私はまだまだやりたいことがあります｡だから先生助けてください｣と言うより｢先生､私はもういつ死んでもいい｡だから自由にしてください｡｣という言い方のほうが自分の命のためにはよい⇒自分の生死を他人にゆだねず､最後まで肉体を信じ自分を信じきる。
エピローグ
・60を過ぎて天文学にふれた女性が70を超えたおばあさんになってから天体写真家になっていった｡
・自分の才能を開花させた人は死ぬその瞬間まで自分がやるべきことしか見なくなる｡二人の９０歳を超えたおばあさんは木星研究家で､その日は長年の研究に対する表彰式だったが､｢私たちはこれでやっと木星研究の半分が終わりました｡残りの半分はこういうことをやっていきたい…｣研究予定を滔々(とうとう)と述べた
・死ぬことにとらわれなくなる｡死ねば膨大な意識に取り込まれ､全ての謎は氷解する｡死ぬことは苦しいことでも悲しいことでもない｡一番辛いのは人生を終える後悔の念

・自分たちの存在理由
宇宙を知るということは､自分を知ること
視野を広げていき､宇宙の果てまで行ったときにそこに存在しているのは結局は膨大な意識
父の言葉｢鶴彦､おまえにやりたいものが一つだけある｡それは地球だ｡地球はおまえにやる｡だから好きなように使っていいぞ｡｣
地球は今日からあなたのものだ｡
あとがき

・自分の持っている能力に気づき､人生の意味を見出す人が増えていくにつれ､この地球はより住みやすい星として､輝きを増すことだろう｡本書がそんな生き方をするためのヒントになり､この星の未来を考えるきっかけになってくれれば､これにまさる喜びはありません｡

2003年３月

【木内鶴彦さんが試みたこと､わかったこと　まとめ】

1 臨死状態にあったり､死亡宣告を受けたりしても､その間､意識は少しの断絶もなく､連続してそこにあった｡見え聞え…､生前と少しも変りなく続いていた｡
2 人や場所をイメージしただけで瞬時に空間移動できる。

3 最初は生きている人に話しかけることはできなかった。⇒後に過去に行き､過去の自分に｢あぶない！｣と知らせることができた(声をかけることができた｡)

4 人に憑依できる。意識がはっきりしていない人の中に入って見たり聞いたりできる｡コントロールもできる。
5 ｢私｣という個の意識を取り込む｢膨大な意識｣の存在に気づいた｡膨大な意識に吸収されて､｢木内鶴彦｣という個を忘れそうになった｡自分が学んだり体験したりしたこと以外の知識が自分の記憶として存在するようになってきた｡とてつもなく天才になったような気分になり､膨大な意識に同化して､すべてが自分であるという何とも不思議な感覚があった｡
6 過去にいける。
7 未来にもいける。
8 未来は決まっていない。
9 これからは､パラレルワールド(分岐)もありうる。
※未来が決まっていないということは､もしかしたら、未来から見た過去である現在も決まっていないわけだから､現在から見た過去も決まっていない＝つまり､変えられるということかもしれない…)
※もしかしたら､人の数だけ地球があり､過去も未来もあるかも…
※世界も､過去の歴史も､未来予言も｢自分自身｣でできているのでは？⇒だから｢ホ・オポノポノ｣もすご～い？！
※未来から来たジョン・タイターが実母に会い､掲示板に足跡を残していった実話（？）⇒映画『ターミネーター』？
※世界線　⇒　

⇒　Wikipedia　現在も閲覧可能
You Tube情報

http://www.youtube.com/watch?v=e-gUqbnVrM4　他
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本中の章の中の区切りとしてに左の図､大極図(たいきょくず)の●○がないものが使われていた。

どういう意味をもつものなのか？
夢の見続け方,夢の実現の仕方を学び合い,迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　http://www.chitac.com/
以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2011.2.4

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

誰かのＨＰより

★｢地｣を理解することで｢図｣が見えてくる
彗星捜索とは､『砂浜に落としたひと粒の｢ごま｣を拾い出すようなもの。こりゃ闇雲に探したって見つかりっこない｡
まずは､捜索の前に､すべての星の配置を３次元地図として頭に入れるところから始まる｡公転する地球上から見える星々の見かけの位置は変わるけど､それを立体的にとらえることができなければ彗星の軌道を正しく把握できない､というのだから気の遠くなるような話｡
｢ルビンの壺｣の｢図と地(figure and ground)｣の関係を思い出す｡
彗星の形(図)を発見するには､その背景となる宇宙(地)を正確に認識していなければならないわけだが､その｢地｣も静止していなくてダイナミックに動いているキャンバスなのだから大変｡
自分の人生の軌道を知ることにも通じているよね｡
なぜ､今自分がこのような人生を歩んでいるのか？

それを知るためには､自分の親→その親(祖父母)→一族を取り巻く地域→時代背景と遡って｢地｣の部分を認識すると､あぁだからか､と見えてくる｡
自分がこうありたいと思っている意識とは裏腹に､まるで彗星のごとく無軌道に動いているように見える自分の人生―それが､実はまっしぐらに人生脚本の軌道上を､実に忠実に動いていたことがわかる｡
★多くの事例を分析するとパターンが見えてくる
さて､地図を頭に入れた上で次にヒントになったのが釣り｡
なぜ同じ場所でイワナが２度も釣れたのか？

木内氏は､虫の死骸などが川の流れに乗って必ず同じ場所に来ることをイワナが知っていて､そこで待ち構えているのではないかと思いつく｡
ならば､太陽系にやってくる彗星も､流れに乗って同じような場所に来るのではないか｡そこで彼は過去の様々な事例を調べ､彗星の軌道に８パターンあることを発見する｡そして､待ち伏せした結果､３年の間に４つもの彗星を発見＆再発見した！(木内氏の計算が合っていたわけです)
これも面白いね｡いろいろなご家族に接していると､パターンというものが見えてくる｡こういうご両親の元で育つと､こうなるよなぁ…そして､このまま進むと次の段階ではこうなるだろうなぁ―と､流れが見えてくる｡私は､その流れがこうなっているよということを見せているわけです｡
木内氏が行っていることは､時空間を把握するシステムズアプローチだなぁと思いました｡
木内氏は､このように自分の楽しみで彗星を探す傍ら､人や自然､宇宙とつながっていきます｡楽しみの中にこそ､このような豊かさがあり､奇跡があるのだなぁと感じました｡まずは､人と人とのつながり―

　　
★人と人：顔の見えないface to face
山の上の観測会―星を見るためだから､灯りはない｡
顔が見えないけれど､ぬくもりのある実態は目の前にいる

―｢顔の見えないフェイストゥフェイス(face to face)｣
これがいい｡
みな､下界のつまらぬ裃を脱いで､地位も肩書きもない裸の心で意見を言い合う｡飾らない心から始まるつながりが､人を豊かにしていく｡
★人と宇宙：静寂でこそ聞こえる銀河のシンフォニー
一人になったとき､静寂(しじま)の中で天の川から繊細なメロディが聞こえてくるそうです｡それが､聞いてびっくり―バッハの｢チェンバロ協奏曲第三番｣にそっくりだったとのこと｡
★人と野生
自然のルールに従えば共存できる人と熊
木内氏が熊と遭遇したときの様子は息詰まるものです｡
危機一髪のところを切り抜け､白々と夜が明けて気づいたこと―そこは獣道だった｡熊が怒るのも無理はなかった｡
木内氏もまた､観測に適したその場所を諦めることができなかった(笑)｡
そこで､野生の流儀で､ここは自分のテリトリーだと主張することにした｡どうやって？

それが､マーキング｡彼は動物たちを観察していて､高い位置におしっこをかけたほうがテリトリーを主張できるルールになっていることを知っていた(すごいね　＾＾)｡で､植物が枯れているマーキングポイントを見つけ､なんとそこのなるべく高い場所におしっこしたのだ(笑)｡
すると､夜同じ時刻に熊が登場｡熊は何とか高い位置にマーキングしようとするが､２本足の人間にはかなわない｡やがて恨めしそうに迂回していった｡
臭いは５日ほどで消えるので､再度マーキングしなければならないが､熊はテリトリーを狭くしようとして木内氏のマーキング跡より内側にマーキングしてくる｡しかし､木内氏はそれを無視して元の位置にマーキングしてテリトリーを確保する｡このようにルールに則った行動をしていれば､熊が襲ってくることはなかったそうです｡
これもハラッサーとの攻防に似ているよね～(＾＾)｡
存在不安の強いハラッサーたちは､子供の部屋に自分の物を置いたり､金や物を送りつけてきたり・・・動物と違って｢カネ｣や｢モノ｣という形で相手のテリトリーに侵入し､マーキングしようとする｡
マーキングされるのが嫌なら､｢入ってくるな！｣と拒絶するか､受け取り拒否や着信拒否にするなどして自分のテリトリーを守るか､あるいはハラッサーのテリトリーから抜けるしかありません(もしかすると､あなたが居座りたいその場所は､ハラッサーの獣道かもしれませんよ)｡
そして､なおも面白いことが続きます｡
観測を続ける4年間の間に､熊が木内氏の存在を認めるようになったのです｡そして､その熊が『まるで｢これが女房です｣と見せるようにメスの熊を伴って現れた』あと､熊はテリトリーを変えたそうです｡
★拍手喝采-

実に豊かだね～(＾＾)｡
ここには､好きなことを通じての発見の喜びがあり､人､宇宙､大自然､野生との楽しい交流がある｡人が生
ここには､好きなことを通じての発見の喜びがあり､人､宇
宙､大自然､野生との楽しい交流がある｡人が生きるうえで最高の喜びがすべてある｡
好きなことをやって楽しみながら､大自然と調和を保ち､すべての生命を幸せにしている｡これぞ､自律モデル｡
いやブラボーだね！

私も､いつかは下記のようなキャンプに参加してみたいなぁと思いました｡
・彗星探索家・木内鶴彦さんと地球をみつめる星空キャンプ

でも､最初から幸せ一杯だったわけではない｡
木内氏は､たった一晩で30kg(72→42kg)も体重を減少させる奇病に罹って､処置も叶わず一度事切れているのです｡
『トックン､トックンと脈打っていた拍動がクッと止まったのが自分でもはっきりとわかりました｡｢あっ､心臓が止まった｣―その後｢息ができない｣と感じているのですが､痛みも苦しみもありません｡
母の顔が私に近づき､体を揺さぶりながら｢死んじゃった！｣といっているのもはっきりと聞いていました』

■木内さんが一度死んでしまったときの体験｡
この体験は二つに分かれます｡
体重が激減して余命１週間と宣告され､その１週間後に決死の覚悟で検査した直後に意識が遠のいたとき｡
その後意識が回復して､ナースコールしようとした矢先に心臓が停止したとき｡
この２回に渡って､木内さんはいろいろな体験をされるわけですが､幸いにもその概要がわかる再現ドラマが
You Tubeにありました｡8/18にアップロードされたばかりですね｡ラッキー♪

http://www.youtube.com/watch?v=e-gUqbnVrM4
下記再現ドラマでは､著書に書かれていた木内さんの凄絶な苦しみまではわかりませんが､彼の体験の概要がわかりますので､ご覧下さい｡
【臨死体験報告　 木内鶴彦さんの場合】

木内さんは次のことを体験していますね｡
・人に憑依できること(意識がはっきりしていない人をコントロールできること)
・過去にいけること

・未来にもいけること

・未来は決まっていないこと

(未来が決まっていないということは､未来から見た過去である現在も決まっていないわけですから､現在から見た過去も決まっていない＝変えられるということですね―まぁ深く考えずに・・・)
★｢今ここ｣のあり方が大事

魂だけになっている間にユニークなことを試みていますね｡
彼は､自分が確かに魂だけで存在していることの“証拠”を残しました｡
1000年位前の建立中のとある神社｡そこで作業中の人にほんの数秒憑依して､墨で｢つる｣というひらがなを落書きしました(＾＾；)｡そして､その神社に行ったとき仲間が見つけてくれますが､墨の部分は虫が食わないため､なんとそこだけ浮き彫りのようになっていた､と語られていましたね｡
魂は瞬時に思った時空に行くことができ､そこにも自分が憑依できる実在が確かにあり､それが“過去”であれば､そこからリニアな時間も確かに流れている・・しかもリニアでありながら､現在の自分とも円環的につながっている―面白いですね～｡
その神社に｢つる｣という字があったということは､1000年後に木内という人間が臨死体験をするときに､こういういたずらをすることがわかっていた(予定されていた)とも言えます｡
一方で､彼がそのようないたずらをしようと思わなければ､｢つる｣という字は残っていないわけで､現在の木内さんが過去を書き換えたとも言えます｡
未来は決まっていないということですから､現在の自分が過去も未来も変えることができるのでしょう｡それがいつの時代であれ､いずれにせよ､｢今ここ｣のあり方が大事なのだと思います｡
★海の母は月

もう一つ､天文学者らしい(？)実験をされています｡
木内さんは､『その当時天体観測をしていた人の体に入り込むことによって星空を観察』しているんですね｡星座の形を頼りに時代を割り出すことが出来るからです｡そこから導いた月誕生の年代は15000年前｡そう昔ではありませんね～｡
それ以前の地球には高度な文明がありました｡緑に覆われた大地を恐竜が闊歩し､自然を破壊しないように人類の居住地は地下に作られ､移動はＵＦＯだったそうです｡
そこへ巨大彗星がやってきます｡太陽熱でガス化した水分が地球に吸い取られて雨となって降り注ぎ､残った核の部分が地球の引力にとらわれて衛星となったそうです｡
科学者でもある木内さんは検証もしています｡
・臨死体験の記憶から陸地と海の割合の変化を元に､このとき増えた水分量を割り出すと､月が持っていたと思われる分量と同じでした｡
(なんと､それ以前の地球は海が地表の1/3しかなく､今や海が陸の２倍あるわけですから､とてつもない分量の水が降ってきたことがわかります｡ノアの大洪水が起こるわけですね)
・月のクレーターが水分喪失後に出来たと考えると､現在のクレーター総数を(一定期間にできる平均クレーター数)で割ることによって､月の誕生年を推測できる｡→そしてこれもまた見事に15000年前でした｡
まぁ､他の情報にもよると月は２度目の登場のようですが､直近では15000年前に地球にやってきたんですね｡
そして､水が少なかった頃の地球は重力も弱く､そのため恐竜も巨大化できたという訳です｡恐竜の化石を復元すると体の割りに足が小さいことも､重力が弱かったということで説明がつくわけですね｡その恐竜も､この天変地異で絶滅します｡
山岳に逃れて地表で生き残った人類は､ゼロから再スタートしなければなりませんでした｡人類最古といわれているシュメール文明｡その黎明の地であるチグリス・ユーフラテス流域で農耕生活が定着したのは､今から10000年前のことです｡
月から上る地球｡
美しい水の惑星｡
その水の源は､銀色に輝く月からもたらされたものと思うと

ありがたいですね｡
そして､この美しさの素が綺麗な水であることを思うとき､
この水を決して汚してはならないと心に刻むのです｡
原発はいりません｡
★宇宙の始まりと３次元(時間と空間
さて､『天文を学んだものなら､誰しもが一度は考えること｡それは､宇宙の始まり』｡で､木内さんは行ってみました｡
すると､『そもそもの初めにあったのは｢膨大な意識｣でした』｡
それは『とても退屈』な世界でした｡
『すべてが記憶としてわかり､すべてが自分自身だということは､とてつもなく暇で､退屈で､それなのにこれといってやることもないのです』

『暇を持て余した膨大な意識が､一つの｢ひずみ｣を生み出しました』

『生まれたひずみは､その瞬間から解消に向かい動きはじめます』―その動きが“宇宙”でした｡
木内さんのたとえで言えば､ピッタリと合わせた手のひらをパッと離すと空間が出来､そこに空気が流れ込んでくる―このようにエネルギーの流れができ､それが渦を作り､塵が集まって物質を作っていく・・そのようにして物質宇宙が出来たようです｡
つまり､ひずみが｢空間｣､ひずみが解消するまでの経過が｢時間｣を生み出しているわけで､時空間が成立する３次元宇宙は､すなわちこの“ひずみ”というわけですね｡
★生命の営みの意味-

このひずみが解消されるとき＝３次元宇宙の崩壊＝無に帰す(意識の海に還る)ときです｡このことを理解したときの木内さんが素晴らしかった｡彼はこう書いています｡
『自分たちが　泣いたり笑ったりしながら生きているこの世界が､膨大な意識が暇つぶしのためにつくり出した世界にすぎないということは､空しいことのように思われるかもしれません｡しかし､私がこのことを知ったときに感じたのは､生きることの素晴らしさと大きな喜びでした』

つまり､いかにひずみを保ち続けるか―それが､私たち生命を持つものの使命なのだと思います｡そのためには､生態系を維持し続けること＝環境を低エントロピーに保ち続けること＝美しい水の循環を絶やさないこと―それが､人類を含めた全生命体のなすべきことなのでしょう｡
実際､木内さんが見た地球の歴史は､『地球の環境バランスを整える』という『たった一つの目的のもとに』様々な生物が満ちていく様子でした｡進化論が唱える『自らの種を繁栄させるためではなく､地球環境のバランスを整え､より長く生命が循環し続けられることを目的に進化していました』｡
植物が中心｡その植物の生態系維持のために動物が生まれ､全生命のバランスを管理するものとして人間が生み出されたそうです｡
このように宇宙の成り立ちがわかってくると､自分が何をしなければならないのかが見えてきますね｡
【earth song sound】

天の川が交響曲を奏でるように地球もまた歌っていますね

調和の喜びの歌であふれさせたいものです

そして､その歌がいつまでもいつまでも続かんことを―

★生態系の根源を死滅させる｢光害｣
そう認識した木内さんにとんでもない情報が飛び込んできました｡
1994年に行われた｢将来世代フォーラム｣の世界会議の中でヨーロッパの植物学者が2011年から世界中の植物が枯れ始めて､３年で枯れてしまうという調査結果を聞いたのです｡
原因は､｢光害｣｡　【参考】全世界光害マップ
植物は昼働いて(光合成)､夜休んでいますが､夜が明るくなったために寝かせてもらえず､24時間働きっぱなしになっているというのです｡そのストレスに耐え続けていたのが､ついに破綻して枯れ始めるのが2011年｡
ストレス理論で言えば､人がストレスに晒されると｢警告反応期｣→｢抵抗期｣→｢疲憊期｣ の３段階を経ます｡現在は､抵抗期(ストレスに身体が慣れ､見かけ上安定している時期)なのでしょう｡ しかし､伸びきったゴムが縮まなくなるように､我慢し続けた人が突然鬱を発症するように､蓄積疲労は限界を超えて疲弊期(身体が抵抗力をなくし､再びショック反応を起こす時期)に突入します｡ 

今年がその2011年｡自然は想定以上にタフなのかもしれませんが､植物にもストレスがかかっていることは確かでしょうね｡
【光害の現状､環境への影響､対策】

動き出している国もあるようですね｡
カナダ　夜空保護区

アリゾナ州フラッグスタッフ　ダークスカイ・シティ宣言

ベルギー　光害を考える日

チェコ　光害防止法

ローマ　10万灯の街灯を交換

★｢光害｣を発生させたのは原発
ところで､その｢光害｣を発生させたのは原発とのこと｡
核融合による発電は､その発電量をコントロールできません｡
『原子力発電は一度動かし始めてしまうと､電気があまり使われない真夜中でも､昼間と同量の電気を発電し続けなければならないのです』

『そこで電力会社によって深夜の電気使用量拡大策として考えられたのが､都市や観光地の｢ライトアップキャンペーン｣でした』

『植物そのものに豆電球を飾りつける電飾も都市などで盛んに行われました』

電力会社があの手この手で電力使用を促進したのは周知の事実｡その上で､電力が｢足りない足りない｣と言っているわけで・・(－－；)
すべては､電力を｢商品｣としてしまったことが間違い｡
光害により､『全国で年間８億２千６百万ｋW/h(電力費にして約２００億円)のエネルギーが浪費されている』そうです｡
★静かなろうそくの灯りの中で
しかし存在不安の強い人は､光と音(騒ぎ)をほしがります｡
自分の内側を見たくないために､寝る寸前まで意識を外に向けていたいために､光と音を欲しがるのです(その象徴がテレビ)｡
この過剰な明るさと年がら年中騒音にまみれている都市の実態は､それほどまでの｢不安の強さ｣を現しているようです｡その上､周囲にそういう人ばかりで､ますます浮き足立っています｡
どうか､不安から逃げないで｡
その不安は､小さなあなたがかつて感じていながら封印してしまった不安｡
既にあなたが感じてきたことだから､怖がらないで｡
その｢不安ちゃん｣は､あなたにその不安を感じて欲しいと願っています｡
あなたが感じようとしないから､わずかなチャンスを見つけては出てこようとするのです｡だから､ちょっとしたことで不安を感じてしまいます｡
逃げ続ける限り､追いかけてくる不安に怯え続けることになります｡
そして､ますます過剰に光や音を求めるようになります｡
落ち着いて深呼吸しましょう｡
一人になって静かな時間を持ちましょう｡
それは､自分の中のチャイルドとふたりっきりになる時間です｡
そして､心の底に下りていきましょう｡
まっ暗闇の中に､ひざを抱えて座り込んでいる不安ちゃんがいるはずです｡
その子の不安を一緒に感じてあげましょう｡
｢寂しい｣｢怖い｣と､声に出すことです｡
声に出すことで､｢出てきていいよ｣と許可を与えることになります｡
だから､口にするとますますその感情が募ってくるでしょう｡
でも､怖がらずに(ただし､無理はせずに)｡
その不安を分かち合ったとき､不安ちゃんはあなたと一緒になります｡
チャイルドと一緒になったあなたに､もう怖いものはないでしょう｡
そのように､みなさん一人ひとりが､自分の中の不安ちゃんと手をつなぐことが､静寂(しじま)と闇を取り戻し､この世からニセモノの光を追い出すことになるのです｡
もう､きらびやかなもの､ニセモノはいりません｡
私は､夜は満天の星空を見ることの出来る緑に覆われた大地で､人生を楽しみたいなぁと思うのです｡
あなたの心の闇の向こうに光(チャイルド)がいます

そして､
いつだって その輝きに

真っすぐに 熱くなれたら

なんにだってなれるぜ 

どこへだって行けるんだぜ

【｢生き方は星空が教えてくれる｣-木内鶴彦さんの豊かさ】
木内さんの発想の原点は､次の二つです｡
・人間のためではなく､自然界のバランスを整えるため

・天文学的な発想(ちなみに下記の発想の原点は太陽望遠鏡)
さて､狂牛病(ＢＳＥ)問題が発生した当時のこと｡狂牛病を引き起こすプリオンは熱で分解されませんので､肉骨粉を焼却できずに困っていた酪農家から相談を受けたとき､太陽光を用いたゴミ処理システムの構想に火がつきました｡
それは､真空容器の中にゴミを入れ､虫眼鏡のようにレンズで太陽光を照射して､ゴミを一瞬にして炭化するというもの｡
焼却との違いはなんでしょうか？

焼却＝酸素との｢結合｣→ダイオキシンなど有毒なものを発生させる｡
炭化＝光(波動)による｢分解｣→水素､水､メタン､炭素に還元｡
つまり､炭化は､ゴミを真空中で元素レベルに還元するため､ＰＣＢやサリンなどの有毒物も無害な炭素に変えることができる｡(凄!!　放射性廃棄物も可能性あるのでは？)
しかも､純度の高いカーボン(炭素)は､様々な製品の原料となる“工業製品の米”と言ってもよいものです｡
これはエントロピー論的に見て､本当に凄いですね｡
ゴミとは､いわば高エントロピーになって､もう何の利用もできなくなった状態のこと｡その高エントロピー廃棄物を元素に戻す＝最も低エントロピーの状態に戻すわけです｡つまり､これはゴミ処理システムというよりも､｢資源再生産システム｣と言ってよいでしょう｡
その上､エネルギー源は太陽ですから､化石エネルギーも不要､二酸化炭素の放出もなしです｡
さらに､この容器の中にゴミの代わりに水を入れれば､あっという間に発電機！　原子力の釜でスチームを発生させなくても､太陽という原子炉を使って実にクリーンに電気を作り出すことが出来るのです｡
建設もローコスト｡
木内さんは次のようなアイディアを出されています｡
直径4ｍのレンズで2000℃になり､100kgのゴミを10秒で炭化できる｡ならば､セラミックのゴミ容器をベルコンに載せて､次々に光を照射するような設備を作れば､巨大な施設は不要でかつスピーディにゴミを処理できる｡
言うことなし！！
あとは政治家が｢意志｣を示して､既得権益にしがみついている人々を黙らせることだけでしょう｡
下記のようなＮＰＯもあるようです｡頑張って！

・太陽光炭素化炉実現委員会

木内氏は言います｡
『人間の築いてきた文明は､これまで多くの自然環境を破壊してきました｡しかし､それはお金を目的にした文明だったからです｡私たちは地球環境を守ることを目的に生きることが出来るし､またそれを実現させるだけの能力を持っているはずです｡
そのためには､自分は何を目的に社会生活を営んでいるのかということを､一人ひとりがもう一度見つめなおすことから始めなければなりません』

【木内鶴彦さん｢太陽光を使ったゴミ処理システム｣】

■さて､今日は｢江本勝・木内鶴彦ジョイント講演会｣の当日ですね｡最後は､生命の源｢水｣のお話です｡
★循環しないところに穢れが出来る
臨死体験で生命発生の現場を見てきた木内さんにとって､水とは生命活動のAtoZです｡彼は､病とは体内の循環が滞ること｡その原因は､体内の水分が汚れて栄養を運ぶことも不純物を運び出すことも出来なくなること―と考えました｡
それが栄養であれ､不純物であれ､薬であれ､それらが流れずにとどまってしまえば､それが穢れとなるのでしょう｡
常に､｢行く川の流れは絶えずして､しかももとの水にあらず｣という状態にあること―それが､心身において病知らずとなることなのでしょう｡
【魂リーディング】

★穢れを祓う｢太古の水｣
木内さんは､体内浄化のために､溶かし込む能力に優れた水を摂取したらどうだろう､と発想しました｡『そこで思い出したのが､臨死体験の中で見た太古の地球でした』―その活性化していた地球とは､月が水をもたらす前の地球でした｡
私にとっては､｢太古の地球｣を想像したとしても現在の地球の枠組みを超えることはありません｡生命の母体―海を想像しても､全地球面積の1/3しかなかった時代の海など想像もできません｡だから､この発想は､実際にその場を見てきた人の発想であり､それが神からのプレゼントだと思うのです｡
木内さんは､その太古の水を再現しようとしました｡まず､現在の海面から増えた分の水を除くと､気圧が少し高くなりました｡次に､水が吸収した分の大気を海水から除きました｡すると､気圧が高い分だけ溶解度が高く､かつ腐りにくい水が出来たそうです｡
その後､何度も何度も実験を重ねて､ついに常温常圧下で高い溶解度を持つ水を作ることに成功されたそうです｡その工程はとても複雑だそうですが､鍵になったのは太陽エネルギーだったそうです｡
★穢れがなくなったら困る？
さて､医師の協力を得てその水を患者に試したところ､予想以上の効果！

けれど､分析するとただの蒸留水｡
結果→『そんなバカなことがあるはずがないという非難を浴びることになってしまった』そうです｡医学を学んだ医師にしてみれば､｢蒸留水｣で病気が治ることは許せなかったわけですね(何をどう学ぶのかはとても大切です)｡
当然→『さまざまなバッシングにいちいち対応しているうちに､すっかり疲れ果ててしまったのです』｡
ここに現代社会の構図がまざまざと現れていますね｡すべての人が､自由で豊かに生活を楽しむことが出来るのに､それができないように社会システムが形成されコントロールされています｡結果､この社会システムの枠の中で生きるすべての人が､足を引っ張り合うことになってしまっています｡(人は､もっともっと自由ですよ)
このことをエネルギー論的に見てみましょう｡
木内さんは､苦労に苦労を重ねてエントロピーを下げる水を開発しました｡それは､増大したエントロピー(穢れ)をふき取る能力の高い雑巾(失礼)のような水です｡
穢れが溜まって病になるのであれば､その穢れを吸収する能力の高い水を飲むことによって穢れが排出され､病は治ります｡
心の病も同じ｡溜まった感情を吐き出していくことで､心の病も解消されていきます｡
スピリチュアルの世界でも､頭上から流れてきた水が､自分の中にある手放したいものや感情を一挙に足の先から押し流していくイメージをすることで､枠が外れていくことを教えています｡
｢水に流せ｣というのは､祓い浄めの水の大神＝瀬織津姫がいらっしゃる日本の智恵だったんですね｡
逆に言えば､これほど生き辛い現代の社会システムは､あちこちに堰を作り淀みを作り､穢れが発生するシステムということです｡その発生したものを解消するために仕事が生まれますが､その仕事を維持するためには穢れがあり続けなければなりません｡ですから､穢れをなくして循環させようとする試みを無意識に潰そうとするのかもしれませんね｡
たとえば､皆が自律した世界になれば､カウンセラーという職業はいらないわけです｡紆余曲折を経て､たまたま私は今カウンセラーという仕事をしていますが､そういう仕事はなくなります｡早くそういう世の中になればいいと思います｡
★恐怖心を乗り越えて自律に向かう
さて､現代社会システムからの総攻撃を受けた木内さんは､『人類を救いたいなんてよけいなことを考えるからひどい目にあうんだ｡もうあんな思いをするのは二度とごめんだ』―と､引っ込んでしまいました｡
このように真実を葬り去って､社会は虚構を続けてきたわけです｡自分の背骨がなく､権威や肩書きなど体制に所属したい人は､無意識に敵となっていたことでしょう｡
その20年後､末期がんの友達を救いたいからあの水がほしい､と友人が訪ねてきました｡が､木内さんは悩みました｡『それを渡せば､また以前のようにいやな思いをすることになるのではないかという恐怖感がなかなかぬぐえなかったのです』

すっかり､木内さんの中にＩＰが内在化していることがわかりますね｡親に強烈に怒られた子供は､その後行動できなくなったり立ちすくんだりしてしまいますが､それと同じような状況に置かれていることがわかります｡
恐怖心とは､人を｢自分の思い｣で行動させないためにＩＰが用いる“使い魔”のような感情です｡木内さんはその恐怖心と闘い乗り越えました｡自律に向かう人が辿る過程と同じですね｡
ただ､今回は慎重に条件を出しました｡
『患者さんの体の中でどのようなことが起こるのか､その過程をＭＲＩで詳細に記録してほしいと申し出たのです』

結果､がんは２週間後には良性腫瘍に変化し､さらに肉腫になり､そして日を追うごとに小さくなっていきました｡そして､この衝撃的な結果が口コミで広がり､実験や検査が行われることになったそうです｡
★命を活性化させる｢太古の水｣
さて､この｢太古の水｣｡
『不思議なことに､この｢太古の水｣は､原液のままよりも薄めたもののほうが活性度が高まるのです｡私が通常､原液と呼んでいるものは､実は｢太古の水｣を一万倍に薄めたものです｡病気の方や自分たちが健康のために飲むのは､それをさらに千倍に薄めたものです』

『なぜ､薄めたほうがエネルギーが活性化するのかは､私にもわかりません｡ただ､自然水やミネラルウオーターに原液を一､二滴垂らすと､水全体が活性化するという結果が出たことは確かでした｡
調べてくださった先生は､ホメオパシーの理論と似たようなことが起きているのではないかとおっしゃいましたが､何度調べても同じ結果が出たのですから､理屈はどうあれ､薄めたもののほうが生命体を活性化させることは確かなようです』

・太古の水と木内鶴彦さんの情報

さて､水の神秘について・・・

★放射能は生命の敵

まず､地球の壮大な生命循環を知ること｡
それを知れば､人の役割もわかってくる｡
地球誕生時､放射能が出なくなって最初に発生したのは藻｡
(つまりは､放射能は生命の敵であるということ)
その後いろいろな種が発生して地球環境を整えていく｡
すべてのお膳立てが揃って､最後に発生したのが人類だった｡
地球が46億年の歴史を通じて営々と整えてきた環境を

１年に換算すれば､わずか最後の1秒(20世紀)の中の“瞬間”で､放射能汚染地表(生命発生以前の太古)に変えようとしている・・・

人間に智恵を与えたのは､生態系を破壊するためではない

その智恵を用いて､生態系を久遠に維持していくため

★壮大なる協力―生命循環
命は命を生かし合っている｡
｢森は海の恋人｣―森が栄養を海に運んでくれている｡
そして､シャケが海の栄養を陸の生命にもたらす｡
その海と陸をつなぐのが干潟｡
この森と海の壮大な命の支え合いを､様々な生物が分担している｡
太古､植物は海岸から山へと登っていった｡
山の斜面を耕したのは､イノシシだった｡
山に登った木の実を動物が食べ､
その糞尿や死骸が土に還った(ほぼ１ヶ月で土に還るらしい)
土の栄養は雨水とともに川を下って海を豊かにし､
最後は海溝にたどり着く｡
そこでプランクトンが発生し､
深海魚やクジラが陸の栄養を摂取する｡
深海魚を中層魚が食べ､中層魚を表層魚が食べ､
海溝にたどり着いた陸の栄養は､
再び生命連鎖の中でリフトアップされていく｡
深海から海面まで縦横無尽のクジラも､
死んだときに陸の栄養を海の中に還元している｡
中でもキーとなる魚が陸に還るシャケ(弁当の定番～)｡
この海の栄養満載の魚が､その栄養を自ら山の上まで運び､そしてそこで息絶えてくれる
(なんとまぁ､壮大な使命を帯びた魚だ！)｡
そのシャケを熊や鷹が捕食する｡
そして熊や鷹が土に還るとき､
海の栄養も土に染み込んでいく｡
【鮭の遡上】

↑この命をかけた鮭の努力を見れば､
人間様も人間社会のことだけ考えていずに､
やることがあるんじゃないの？　と､痛切にわかるよね｡
まして､広葉樹を針葉樹に替えたり､川を堰き止めダムを作ったり､干潟をギロチンしたり・・・
一体あなた何をやっているの？！　と､
神は言いたくなるだろうね｡
その上､土壌にも地下水にも大気にも汚染物質を撒き散らした挙句､決定的なアンチ生命物質―
放射能の撒き散らし｡
生命循環を維持するために智恵をもたらされたのが人間であるはずなのに､今や壮大な生命循環の輪を断ち切っているのが人間だ｡人間が自分の首を絞めていることが実によくわかるよね｡
でも､このように循環を守っている智恵マンもたくさんいる｡
・耕さない田んぼという“生命循環系”から恵みを届ける岩澤信夫さん

せめて､わたしゃ火葬ではなく土葬にしてもらって土に還るかな｡
(浅く埋めると早く朽ちて土に還るそうです)
★｢地球人モデル｣のコミュニティを作ろう
木内さんにとってのアセンションとは､
地球をこの豊かな生命循環の本来の姿に戻していくために､人間が本当の智恵を使い､力を合わせて努力していくこと｡
これから先大変なことはまだまだ起こる―というか､これからが本番｡
世界の各地､あちらこちらであれやこれやが起こる｡
が､不安がっていても仕方がない｡
死は万人に保証されているから､死を恐れる必要はない(*)と｡
*木内さんが死んだ(心肺停止した)とき､意識はそのままで痛みはなく､むしろ自分が｢よくなった｣と思ったくらいだそうです｡何しろ意識は継続してあるので､継続している意識の方が“自分”ですから､幽体離脱して横たわっている肉体の自分をみても､何だか親しい他人のようでピンと来なかったそうです｡
彼は､これから地球に起こることをしっかり経験して､しっかり後世に伝えよう､と考えています｡
そして､もはや自分が出来ることをやっていくしかない｡
その背中を子供たちに見せていくだけ｡
やることは､コミュニティを作っていくこと｡
そのコミュニティとは､皆が自分の好きなことをやって､人々に貢献していく地域社会｡
自分の得意なことをやって大いに自慢して､そして皆に喜ばれ､
お互いに支えあって楽しんで生きていく自給自足型コミュニティ｡
そこに“普通の人”などいない｡
みな比較できない変わり者｡
入会も資格もくくりも何もない｡
すべてがフリー(自由)｡
彼は､｢地球人のモデル｣を作りたいと考えています｡
いいねぇ～｡
エネルギー？

例の太陽光炭素化炉からできるカーボンから蓄電池を作るそうです｡
先日､送電線の国有化にサインしましたが､送電線さえ不要｡
各家庭に電池ボックスを置けば十分とのこと｡
個我を超えた人の発想はスケールが違うよね｡
どうせ死ぬなら踊らにゃソンソン。
様々な生命と交歓できる大きな夢に生きたいものです｡
※ところで、

「太古の水」の販売と

2011年10月に宮古島で５億円の総工事費をかけて完成、2～3年の実験をする予定だった「ごみ処理用炭化炉」の建設はどうなっているのでしょうか…
『宇宙(そら)の記憶』　木内　鶴彦
第1部 私の臨死体験
・プロローグ

・膨大で強烈な意識、この世界の全てが自分であるかのような…大変興味深く､楽しい世界

・パラレルワールド

・友人と意識化､自分の姿のイメージ化

・スイフト･タットル彗星の再発見⇒134年後に地球衝突の可能性
・アメリカのスミソニアン天文台の物理学者も出席⇒相談⇒ことの重要性を世界に発信しては⇒｢宇宙のなかの地球｣
第2部 人はなぜ生きるのか

・膨大な意識の何らかの作用によって空間に大きな歪みが生じた｡その大きな歪みのなかのある一面に､非常に細かい無数の歪みが一斉に生じた｡それらの細かい歪みは石鹸の泡と泡がくっつき合おうとするように､お互いを引き寄せ合っている｡そして､これらの集まりがある一定の限界を超えたときに､小さな歪みのそれぞれが､一斉に爆発した｡
・二回目の(臨死)体験(実は死亡体験)

心臓と呼吸が止まったあたりで物質としての肉体と意識が分離したと思う｡このときから意識は肉体と別々になる｡⇒それに近いところまで肉体の機能が低下すると意識は肉体と分離してしまう｡⇒意識の世界､死は肉体の問題
・人はどこから来て､どこへ行くのだろう⇒結論

・意識だけの世界が存在する｡
・死後に訪れる世界が『無の世界』ではなく､本当は『意識だけの世界』

・物質が発生する前の世界＝この世界が誕生する以前の世界＝この世界が誕生する以前の世界

・膨大な意識のなかにこの三次元空間に物質の世界を創世するプログラムがつくりだされ､それによって我々が住む宇宙が誕生した｡⇒星々の爆発と融合⇒生命体
・脳、膨大な意識との情報交換⇒この地球上の生態系を維持し続けるという目的を実行している｡⇒生物は子孫を残して死んでいく｡種の保存
・母親の胎内に生命が宿り､脳が形成された段階で､彼の意識は膨大な意識と結合し､役割が与えられる｡
・意識のなかに蓄えられた知性や理性は膨大な意識のなかに組み込まれていくのだ｡⇒新たな生命が誕生すると膨大な意識と再び結合し､新たに生まれた生命体はまた再び経験を積み､自己の意識を確立していく。＝この世界の(※生命)システム

・経験を知識化し､判断して応用する｡⇒発想､閃き⇒自我や欲⇒戒めや規範から宗教へ

・意識の変化が原因⇒物質を追い求めそのなかにのみ自分があるといった意識に変わってきた。物質社会で生きるために必要なもの以外をひたすら削ぎ落としていった。自然のバランスを一切無視した､人間にとってのみ都合のよい物質社会を築いてしまった｡
・生態系のバランスを整え､保ち続ける役割を担っている｡常に互いに情報交換が行われ､結果として全体のバランスを保つという役割を実行している｡個々の人間にはそれぞれに優れた能力が必ず備わっており､その能力はそれぞれにあった分野で発揮できるようになっている｡この能力は自分で見つけ出すしかない｡優劣の差はない｡それぞれがすべて必要｡そしてこれらの役割が一つにまとまり続けることが､地球上の生態系を整え維持するという人類としての役割を果たすことになる｡
・われわれの肉体は意識と融合して存在し､“膨大な意識”の存在や我々の世界がこの“膨大な意識”によって創られた物質の世界であること､その物質の究極の組み合わせとして､生物が存在していることなどを知ることができた｡そしてわれわれのこの肉体は意識と融合して存在し､“膨大な意識”によって創られた生物の生態系を整え､保持するために人間は大きな役割を担わされていることもわかったのである｡
・1983年より彗星探索を本格的に開始
・自分の役割は､地球に衝突しそうな彗星や小惑星を探すこと､そして宇宙的な視野から地球を守るためには何をしなければならないのかを一人でも多くの人に訴えていくことにあるのだということを自覚している｡
・自然の大切さを忘れ､物質化社会に走り過ぎたため､人間の意識のなかに｢奢り｣を持ってしまったためだと考える｡そのために自然界のバランスが崩れ､気がつけば地球の環境破壊が著しい速度で進行していたのだ｡

・生きとし生きけるすべての生命を人間が守るより他ないのである｡自然の摂理に反したことをしてきた人間は地球の人間以外の生物に対してその責任を負わなければならない｡それが人間の果たす義務であると私は考える｡
・そのためには我々は何をしたらいいのか｡地球の新しい産業構造を宇宙的な視野でつくりだすこと｡そして､これまでに培ってきた技術や能力を生かしながら生態系のバランスを整え､長く維持し続ける役割が､人間一人ひとりに課せられていることを認識しなければならない｡

第3部 科学万能の時代から宇宙的覚醒の時代へ
・(龍村　仁)地球上に生まれた生命で無駄なものはない｡それぞれが持っているキャラクターとか性質というのも､たぶん大きな意味を持って生まれてきている｡
・未来は現在の意識が作る｡

・(龍村　仁)人間は何のために生まれてきて､何のためにここでこうして生きているのかという根源的な部分で､オプティミスティックに考えていく｡

・(木内)意識だけの世界へ落ち込んだ時にものすごく不思議に思ったのは､これまで僕が持っていた知識や情報が､頭のなかを駆けめぐるんだけれど､ものすごくはっきりしている｡身体もないのに｡
・大きな情報を思い浮かべるとその場面にポンッと変わる｡そういう現象で過去や未来を見てきた｡我々の意識と現在の肉体､物質的なものは､それぞれの意識の中でつくられ､最終的に組み合わさっている状態が生物｡

・自分の中で情報を整理し､コントロールし､判断するようになって､自我というものができた｡もともと人間は宇宙のようなものと情報のやり取りをしていたので､大自然の中でも物事を考えていたと思う｡ところが今では物質化社会の中でしか現実を考えられず､自分たちの頭の中で情報処理を行ってしまう方向になってきた｡現在でも自然や宇宙とつながっていて情報交換できる人はいるが､それを持ち得ていない人の方が割合的に多くなってしまった｡
・人類は予知能力やテレパシーの能力をいったん閉じた｡

・昔の人たちは大宇宙と完璧に交信している｡昔の人たちは宇宙時計を利用して生きていたし､暦も知っていてしかもそこから我々の今使っている数学のすべても生まれてきている｡
・(龍村)一番複雑なことは一番単純なことでもあるという｡

。真実とは空であり､空とは満たされていることである｡

・(龍村)人という種は地球という生命体の創造力を担っている存在かもしれない｡
・受容性のある叡智

・地球と共にいきていくこと､そこに自分たちの住みやすい環境がある｡

・分かち合おうとするエネルギーを持ったときに初めて創造的なものが生まれてくる｡

・共に生きる経済原理へ｡お金もエネルギー｡エネルギーは流れてこそ意味がある｡溜めてはだめ｡命が自分の所有物だっていう意識から解き放たれないとね｡
・(木内)ひとりでも多くの人たちに地球と共に生きていくこと､そこに自分たちの住みやすい環境があるということを知ってもらいたい｡

・結果的に何をすれば儲かるかではなくて､自分に何ができるか｡そして､それが結果的にお金にかわっていく｡しかし､お金を追い求めていけば､それはどんどん複雑化して､今度は閉鎖されてしまう｡

・不思議な力がどんな情報を与えてくれるか､何を意味しているのか､それを教えてくれる能力を我々は持っているにも関わらず､今閉鎖してしまっている｡
プロローグ

・いま本当に地球を守ることに全人類が叡智をしぼり､そして自然と折り合って生きていかなければならないのだということを､わかっていただきたいために本書の発刊を決意した｡この素晴らしい地球を私たちの手で守っていくこと､そして宇宙と調和していくことを真剣に考えていただければ､というのが筆者の切なる願いである｡
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